
 
 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

ａ 学則変更（収容定員変更）の内容 

  工学部デジタルエンジニアリング学科（入学定員 75 名・3 年次編入学定員 2 名）の 

学生募集を平成 26 年度に停止し，当該学科の定員及び教育課程を，総合システム工学 

科内に移行する。 

 

ｂ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

  本学は，「ものづくり」の現場において技術の複合化やシステム全体を総合的に考

える技術者の養成が必要であることから，工学部の機械システム工学科，電気電子情

報工学科，環境建設学科の旧 3 学科を改組転換し，平成 21 年度に総合システム工学科

を設置した。また，本学工学部が立地する北九州市及び京築地域は日本でも有数の工

業地帯（資料 1）であり，近年では自動車産業とその関連企業の進出が著しく増加し

たことから，地域社会並びに産業界のニーズに応えるべく，機械システム工学科を基

礎に，電気電子情報工学の要素も合わせたデジタルエンジニアリング学科を同じく平

成 21 年度に設置し，現在の 2 学科体制となった。 

  総合システム工学科は，総合的な工学教育と，機械工学，電気電子工学，情報シス

テム，環境建設からなる専門分野を教授することを趣旨に教育研究活動を展開し，開

設年度は定員を充足することはできなかったものの，次年度以降は順調に志願者数を

伸ばし，安定した入学者を確保している（資料 2）。 

  一方，デジタルエンジニアリング学科は，全学をあげての広報活動による学科名称

及び教育研究内容の周知と，平成 22 年度に文部科学省から選定された「大学生の就業

力育成支援事業」による実践的技術者教育の導入，さらにその事業から派生して実現

した日産自動車九州㈱との産学連携（資料 4）による実践教育プログラムの導入等で

入学者の確保に努めた。しかしながら，設置から完成年度までの定員充足率の平均が

0.7 倍以上を充たすことができず（資料 2），設置計画履行状況等調査結果でも定員充

足率による留意事項が付された。  

  以上の事由から，平成 26 年度を以てデジタルエンジニアリング学科の学生募集を停

止する。しかし，当該学科の第一期生の就職率は希望者比で 96.7％（就職希望者で未

就職者 1 名）を達成しており，上場企業にも複数就職した実績から，産業界のニーズ

は高いことが実証できた。また，当該学科は開学して 5 年間で受験生等に対する認知

度を確立することはできなかったが，産業界からの理解と潜在的な期待感が強いこと

から、当該学科の定員及び教員並びに教育研究内容は引き続き総合システム工学科で

継承することとした。なお，デジタルエンジニアリング学科は，機械工学，電気電子

情報工学を融合して創られた学科であり，当該学科の内容等を総合システム工学科で

継承することにより，総合システム工学科の設置趣旨に変更をきたすことは一切ない

と考える。また，総合システム工学科にデジタルエンジニアリングの教育研究資源を

入れることにより，本学が目指す技術の複合化やシステム全体を総合的に考える技術

者養成教育の深化充実が図られることを計画している。 

 



 
 

① 入学定員（編入学定員を含む）設定の考え方とその根拠となる学生募集の見通し 

  資料 2 に示すように工学部全体の入学定員は，平成 22 年度から 24 年度までは，ほ

ぼ充足できている。また，平成 25 年度においては，工学部全体では定員を充足するこ

とはできなかったが，総合システム工学科の志願者数はほぼ前年度の数を保っている。

さらに，工学部のおばせキャンパスは，本年 3 月にリニューアル工事が完了し，施設

・設備・環境面でキャンパスアメニティーが向上し、入学志願者数の増加が期待でき

る。以上のことから，デジタルエンジニアリング学科の入学定員 75 名を総合システム

工学科に移行する。  

  デジタルエンジニアリング学科の編入学定員 2 名については，短期大学や他の学部

を卒業した者等の受入のほか，本学は社会人特別入試を設けており，編入学を希望す

る社会人もいることから，幅広く学びの機会を提供することを趣旨に，引き続き定員

を維持する。 

また，工学部総合システム工学科の分野による志願動向であるが，リクルートホー

ルディングスが調査した「2012 入試実態調査大学・短期大学」の抜粋（資料 5）でも

示されているように，平成 23 年度から理工系大学の志願者数は顕著に伸びている。ま

た，工学部における同分野を有する近隣他大学の併願動向であるが，資料 3 のとおり

本学と同県内の福岡工業大学，九州産業大学及び福岡大学が多く，国・公立大学法人

では大分大学及び北九州市立大学が多い。この併願動向は，本学の都道府県別志願者

動向（資料 3）とも連動しており，本学を志望する受験生の大半は，福岡県及び隣接

する大分県に集中していることが分かる。なお，前述の本学志願者との併願が多い大

学は，何れも本学より規模が大きく，教育研究内容や施設設備も充実した大学であり，

本学としては単科大学のスケールメリットを活かし，開学から実践している「きめ細

かい教育」の更なる深化充実と，キャンパスの立地を活かし産業界との連携を通した

実践的技術者教育の推進等により差別化を図りたい。また，近年は経済状況から自宅

通学を希望する受験生も増えており，本学としては地元地域からの入学者確保のさら

なる強化に向け，地域に志向した教育，研究，社会貢献を推進すると共に，成績優秀

者に対する奨学生制度の他，平成 25 年度入試から経済的支援を主旨とした奨学生制度

を導入し，経済的困窮者に対する大学進学機会の提供にも努めている。  

 

② 卒業後の進路と養成する人材を受け入れる側の需要 

  本学は 18 年間，常に 90％以上の就職率を維持している。また，毎年 1,000 社を超

える求人があり，学内で毎年開催する学内企業セミナーにも 100 社を超える参加企業

がある。今年の工学部の就職率（希望者比）も 98.4％（資料 3）を達成しており，こ

の数字からも本学工学部の卒業生は産業界からの人材的ニーズがあることを証明して

いる。また，前述のとおり，本学の工学部は自動車産業をはじめとする製造業が集積

する地域（資料 1）に立地しており，地域社会からその人材供給が求められているこ

とと，平成 22 年度「大学生の就業力育成支援事業」に選定された際に設立した「地域

人材育成機構」（資料 6）により，地域社会や産業界，自治体等からの意見も踏まえ，

地域産業界のニーズにあった人材の養成にも取り組んでいる。さらに，平成 24 年度か

ら北九州市と北九州活性化協議会の支援のもと，地元の九州工業大学，北九州市立大



 
 

学，北九州工業高等専門学校と本学とで，北九州地域産業人材育成フォーラム（資料

7）を結成し，学生に対する地元企業の紹介や，地元企業へのインターシップの推進に

取り組み，学生の地元企業への情報提供と就業意識の涵養に努めているので，平成 25

年度以降は従来の就職先に加え，さらなる地元企業への就職拡大が期待できる。 

 

ｃ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 ・教育課程の変更内容について 

  本学の教育課程表は，総合共通科目，基礎科目，基礎専門科目及び専門教育科目で

構成されており，総合システム工学科の専門教育科目群にデジタルエンジニアリング

学科の専門教育科目を加え，機械工学，デジタルエンジニアリング，電気電子工学，

情報システム及び環境建設の 5 つの専門教育科目を配置する。 

 

  ・教育方法及び履修指導方法の変更内容について 

  今回の学則変更による履修指導方法の変更はないが，特に本学では，開学当初から

学生を少人数に分け，全教員で学生個々人の指導，助言を行う「ガイダンス制度」を

導入しており，履修指導についても各ガイダンス担当教員により手厚く行っている。 

  また，工学部においては平成 25 年度から，工学実験を 1 年次の必修科目として開講

し，機械工学・電気電子工学・情報システム・環境建設・デジタルエンジニアリング

の各専門に関する実験を半期で全て体験できるようにしており，幅広い工学知識と工

学に対する興味，関心への涵養，専門分野の理解と選択に繋がるよう工夫している。 

 

 ・教員組織の変更内容について 

  デジタルエンジニアリング学科は，当該学科の在籍学生がいなくなるまで，現行の

組織，教育及び指導内容を維持する。また，当該学科の教員は平成 26 年度から学年進

行に合わせて総合システム工学科の教育も兼務し，教育研究を担う計画である。なお，

デジタルエンジニアリング学科は，主に機械工学及び電気電子工学の専門分野の教員

で構成していることから，総合システム工学科における当該分野の教育や研究の強化

に繋がることが期待できる。 
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H21 H22 H23 H24 H25

総合システム（入学定員） 165 165 165 165 165

総合システム（志願者） 220 288 283 327 325

総合システム（入学者） 145 204 191 201 181

ＤＥ学科（入学定員） 75 75 75 75 75

ＤＥ学科（志願者） 65 64 57 58 46

ＤＥ学科（入学者） 54 50 45 52 32

総合システム（定員充足率） 87.9% 123.6% 115.8% 121.8% 109.7%

ＤＥ学科（定員充足率） 72.0% 66.7% 60.0% 69.3% 42.7%

H21 H22 H23 H24 H25

入学定員 240 240 240 240 240

志願者数 285 352 340 385 371

入学者数 199 254 236 253 213

定員充足率 82.9% 105.8% 98.3% 105.4% 88.8%

総合システム工学科・デジタルエンジニアリング学科の過去５年間の入試動向

工学部の過去５年間の入試動向
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出身県 志願者数 増減 出身県 志願者数 増減 出身県 志願者数 増減

福　岡 275 ▼41 福　岡 289 △14 福　岡 304 △15

大　分 43 △10 大　分 53 △10 大　分 74 △21

山　口 26 △ 5 長　崎 31 △12 鹿児島 27 △10

沖　縄 22 △ 1 山　口 27 △ 1 長　崎 23 ▼ 8

長　崎 19 △ 3 鹿児島 17 △ 9 佐　賀 22 △ 9

佐　賀 18 △ 9 宮　崎 14 △ 2 山　口 18 ▼ 9

熊　本 12 ▼ 2 佐　賀 13 ▼ 5 宮　崎 14 －

宮　崎 12 △ 8 沖　縄 11 ▼11 沖　縄 14 △ 3

高　知 10 △ 7 高　知 11 △ 1 熊　本 12 △ 5

鹿児島 8 ▼ 4 検定等 9 △ 6 広　島 11 △ 5

受験者数 受験者数

1 30 86

1 30 30

3 21 21

4 20 20

5 15 15

6 13 9

7 13 8

8 9 6

9 8 4

10 6 3

3

3

3

3

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

98.9% 94.2% 97.4% 95.8% 98.4%

94.2% 86.8% 88.3% 91.1% 94.7%

97.1% 91.2% 93.5% 93.5% 96.8%

平成23年度入試 平成24年度入試 平成25年度入試

併願大学名 併願大学名

２．一般入試（センター利用も含む）の併願大学の動向（工学部）

１．過去３年間の都道府県別志願動向（大学全体）

鳥取大

琉球大

防衛大学校

広島工大

九州職能大学校

宮崎大学

鳥取大

近畿大（生産理工）

久留米工業大

福岡工業大

福岡大

九州産業大

北九州市立大

３．過去５年間就職内定状況（就職希望者比）

工学部

デザイン学部

合　計

学　部

北見工大

平成23年度入試 平成24年度入試
順位

高知工科大

大分大

福岡工業大

九州産業大

久留米工大

福岡大

大分大

北九州市立大

山口大

宮崎大

（資料３）
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■インターンシップ参加学生の募集■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対象企業】北九州地域の企業・団体等 

【対象学生】 

◇九州工業大学（全学部・専攻） 

 学部 2～3年生、大学院 1年生 

◇北九州市立大学（国際環境工学部、研究科） 

 学部 2～3年生、大学院 1年生 

◇西日本工業大学（全学部・専攻） 

 学部 2～3年生、大学院 1年生 

◇北九州高等専門学校（全学科・専攻科） 

 学科 4年生、専攻科 1年生 

【実習時期・期間】 

夏期休暇中の２～３週間程度（企業の条件で決定） 

《概ねの実施期間》 

◇北九州工業高等専門学校 ７月末～８月末日 

◇大学（３校）     ８月中旬～９月中旬 

【実習内容】企業の実習内容に沿って実施されます。 

【受入条件】企業の受入れ条件が尊重されます。 

【保険加入】受入れが決定した場合、傷害保険、賠償 

保険の加入が義務付けられます。 
※インターンシップの受入れ条件や実習内容については、企業

から提出された「インターンシップ受入登録シート」に掲載

されています。内容を確認の上、各校窓口へ問い合わせ、応

募をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※北九州地域産業人材育成フォーラムでは、マッチング業務を

コーディネーター（NPO法人 北九州テクノサポート）が担当し、

企業や実習について説明を行う相談会を開催します。 

企業情報のほか、実習に対する不安な点など気軽に相談下さい。 

 

 平成２３年度から就職活動期間が２か月短くなり、学生の皆さんは「企業研究」「自己分析」を早い段階から自

発的に進めて行く必要があります。 しかし、どのような企業、職業があるのかを研究する方法、また自分の適性

を知る方法が分からないという人も多いのではないでしょうか。 企業（職業）の情報を得るためには、学校ＯＢ・

ＯＧの話を聞く、就職セミナーを利用する方法がありますが、「就業体験（インターンシップ）」に参加して、より

深く身をもって体験することも重要な手段となります。 

 産（地元企業）・学（地元大学・高専）・官（北九州市）が連携して街全体で次世代の技術を担う人材を育成する

ことを目的として発足した北九州地域産業人材育成フォーラムでは、地元企業でのインターンシップを行うことに

より、皆さんのキャリア形成のきっかけづくり・社会人基礎力育成をサポート致します。 

 昨年度のインターンシップ経験者からは、「社員の方の働く姿勢を目の当たりにして自分に足りないものが見え

た」「地元の企業にすばらしい技術があることを知った」との率直な感想も多く出されました。 「社会人に求め

られる資質」「はたらくこと」を実際の就業体験を通して学ぶことができるこの機会をぜひ利用してください。 

■ 北九州地域産業人材育成フォーラム ■ 

■  インターンシップ事業の概要   ■ 
■インターンシップの流れ（概ねの日程）■ 

北九州地域産業人材育成フォーラム 

インターンシップ参加者 募集！ 

•《受入れ登録》
企業から「受入登録シート」が提出されます。

～4月末

•《企業情報の公開》
提出されたデータを「北九州地域産業人材育成フォ
ーラム」ＨＰにて情報を公開します。

5月1日

一斉公開

•《選考・受入れ決定》
企業にて書類選考または面談を行い、受入れ決定し
ます。フォーラム事務局より各校窓口へ連絡します。

～７月

初旬

•《企業企業への応募》
第一次（5月末）、第二次（6月中旬）と２段階で
エントリー受付を行います。
エントリーシートを各校窓口へ提出して下さい。
※応募締切厳守

５月～
６月末

•《事前研修・準備》
各校にて実習に対する心構え、マナー等の説
明を行いますので、必ず参加して下さい。
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ保険加入、誓約書の作成。

～８月

上旬

•《インターンシップ実習》
各企業様のカリキュラムに沿って実習。

7月末～
9月中旬

•《インターンシップ終了後》
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ終了後に実習に関するアンケート等を実
施します。ご協力をお願い致します。

10月頃

LocalUser
タイプライターテキスト
（資料７）
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